
1

令和３年度第１回岡崎市地域包括ケア推進協議会 議事録

日 時 令和３年７月 27 日（火）午後 1時 30 分～午後２時 20 分

場 所 岡崎市福祉会館６階大ホール

出席委員 小原会長、鈴木委員、黒谷委員、田中委員、鶴田委員、齊藤委員、

南委員、加藤委員、尾﨑委員、酒井委員、萩原委員、志賀委員、

鳥居委員、蟹江委員、林委員、太田委員、青山（政美）委員、

青山（潤子）委員、堤谷委員 以上 19 名

欠席委員 小出委員、山本委員、井戸田委員 以上３名

事 務 局 福祉部：中川部長

ふくし相談課：齊藤課長、岩瀬係長、早川主査、浅見主査、柴田主事

長寿課：小河課長、大村係長

介護保健課：坂田課長

幸田町福祉課：山本課長、本田主幹、佐野主事

オブザーバー 岡崎市医師会：大堀理事

在宅医療サポートセンター：鈴木看護師、出口事務員

岡崎市社会福祉協議会：山本係長、近藤社会福祉士

１ 開 会

２ 議 事 【 公 開 】

１ 会長・副会長の選任

２ 岡崎市地域包括ケアシステムの構築について

３ その他

３ 議事録（要旨）

―議事１ 会長・副会長の選任―

委員の互選により選任

―議事２ 岡崎市地域包括ケアシステムの構築について

事務局から説明

会長 地域包括ケアシステムとは何かということについて、事務局から説明いた

だきました。今後、超高齢社会に向けて、介護状態となっても自分らしく

在宅で暮らしていくためには、これらを支える専門機関同士の連携が重要

となります。これらの説明の中では、地域包括支援センターが中心にと説

明されていますが、地域包括支援センターとしては何か意見はありますか。

萩原委員 地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域のかた、医療機関、多職種の

連携が大切だと感じています。そのための土台作りを日々、地域包括支援

センターは取り組んでいます。
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会長 地域包括ケアシステムでは、まずは高齢者、特に介護を必要とするかたが

ターゲットになると思います。

地域中核病院としての市民病院は、退院後、在宅へ戻るための仕組みの構

築に向けて、地域包括システムをどのようにお考えでしょうか。

鳥居委員 急性期対応の市民病院としては、かかりつけ医からの紹介など地域からス

ムーズに市民病院へ、また退院後スムーズに地域に戻れるような仕組みを

多職種で構築していくことが重要と考えています。

会長 多職種同士の連携が重要ということに意見がまとまりますが、入院等に伴

う医療分野と、在宅生活を維持するための介護分野が少し分かれるように

思います。介護サービス分野の代表として意見はありますか。

南委員 病院か施設かという選択のみではなく、在宅で少しでも長く生活をしてい

ただくように進めています。しかしそのためには人材が必要となってきま

す。業界全体で考えていかなければならないことでありますが、業界内で

も人材の高齢化が進んでおり、若い人にこの仕事を選んでいただけるよう

取り組みを進めていきたいと考えております

会長 在宅を中心に考えていくうえで、介護を担う人材のマンパワー不足が生じ

ています。場合によっては、施設利用も考えていく必要があるように考え

ます。

地域全体での包括ケアを考えていくうえで、保健所としての意見はありま

すか。

太田委員 医療体制の中での病床等には限りがあります。高齢者の在宅生活の維持の

ための方策を進めていかないとまわっていかないと感じています。在宅の

仕組みが必要と感じています。

会長 医療関係として、歯科のケアが身体的なケアにつながるという活動をされ

ています。歯科の立場としての意見はありますか。

田中委員 歯科の訪問診療に関する依頼書を刷新して、患者さんからの要望を受け入

れやすいよう進めています。言葉としても「口腔ケア」から「口腔健康管

理」と変わってきています。介護サービスの中では歯科が関わる部分は少

ないですが、地域包括支援センターと連携し事業を進めていきたいと思い

ます。

会長 介護や高齢者の生活の中で、薬の役割は大きいですが、薬剤師会としては

どうでしょうか。

鶴田委員 薬剤師会では「お薬手帳」の推進をしています。薬の飲み合わせなど「お

薬手帳」があることにより一目でわかるようになります。また、新しく「薬

剤師向け情報提供・質問票」を作成し、ケアマネやご家族への情報提供を

始めました。在宅生活にお役に立てればと思います。

会長 各部門での高齢者の事業はそれぞれ進めていただいています。多職種連携

を進めるのはもちろん大事ではありますが、個々のケースによって、これ
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らの何が必要かまとめる役割がさらに重要となります。医療分野はかかり

つけ医、介護分野は地域包括支援センターが担うことになりますが、この

両者の連携に在宅医療サポートセンターが役割を果たすことになります。

これらのつながりが岡崎版の地域包括ケアの実現につながっていければと

思います。

４ 閉 会


